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市民の皆さんのご協力で市民の皆さんのご協力で
　　　　　ごみの減量が進んでいます　　　　　ごみの減量が進んでいます

　平成21年度（平成21年4月～平成22年3月）のごみ排出量を昨年度と比較すると、471.04トンの
減量となりました。

地球温暖化STOP！

処理費用で
換算すると…

CO₂の削減で
換算すると…

471.04ｔ×5万円（平成21年度1ｔあたりの処理費）
●2355.2万円の節約となりました。

471.04ｔ×1.093ｔ（1ｔあたりのCO₂排出量）
●514.85トンが削減できました。
※ 例えば、太陽光発電を一戸あたり3.5kwの発電容量で換算す
ると、約1287戸分に相当します。
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市民の皆さんのご協力で
　　　　　ごみの減量が進んでいます

市　民　の　声 マイバッグ運動に取り組もう！
●高田久男（西麻植自治会連絡協議会）
　買い物をするたびに、長い間、スーパーマーケットのレジ係を眺めてきましたが、いまだにマイバッグ
を使用している方をほとんど見かけない。今でも95％以上の方々が、スーパーのレジ袋に入れてもらって

帰っているはずだと思います。
　もちろん、あのレジ袋を各ご家庭で多目的に再使用されている方もたくさんおいでるこ
とも知っています。でも買い物の回数が非常に多く、大量のレジ袋が各ご家庭においてた
まっているはずです。再利用されるのは、全体の一部だけで大部分は捨てられてごみ化し
ているのが実態だと思います。
　行政サイドと自治会がタイアップして、ごみ減量対策の一環としてのマイバッグ使用に
よる、レジ袋使用低減に向けた取り組みを行いましょう。

※市民の皆さん、引き続き、ごみ減量の取り組みをお願いします。
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対 策
1

対 策
2

行動1

行動2

行動3

生ごみの減量を進める 

雑がみの分別徹底

お金になるものを燃やさないで！ 焼却すると45円/㎏費用がかかります。

「水切り」の徹底

生ごみを堆
たい

肥
ひ

として再利用

　ごみの約４割を生ごみが占めているので
生ごみが100％排出されなくなると市の
ごみ処理費が約28％減額されます。

　ごみの約３割を雑がみが占めているので雑がみが100％排出されなくなると市の
ごみ処理費が約21％減額されます。
　焼却すると45円/kg費用がかかり、回収すると10.5円/kg（Ｈ22年換算）収入
となります。

　誰でも取り組めます。水切りを徹底してください。 段ボールコンポスト

※よく水分を切る

※とてもよい肥料が
　できます

減量する

吉野川市の「ごみを減らしましょう！」
市民の皆さんにお願い

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフレット
やティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市民みんな
で取り組みましょう。

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙 紙袋に入れるお菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

●問い合わせ　市環境企画課　☎　  2230○22

●段ボールコンポスト
　 段ボールコンポスト基材（ピートくん）を無料配布しています。基材の受け取り方法、段ボ
ールコンポストの作り方は、広報よしのがわ2009年（平成21年）８月号に掲載しています。

●設置型・運搬型コンポスター
　 平成22年1月から設置型コンポスター、運搬型コンポスターの
　購入に補助金が出るようになりました。
　補助額は購入費用の1／2（100円未満切り捨て）
　設置型上限　3,000円　それぞれ2基まで
　運搬型上限　1,000円

⎩
⎨
⎧

運搬型 設置型
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市民インタビュー ごみ減量に取り組んで！
●杉山幸男さん（鴨島町）
　雑紙の分別は、難しいと思っていたがやってみると簡単だった。
　わが家の方法は、階段の一段目に雑紙○月○日と書いた紙袋を置いておき実践している。
通りすがりに入れているので面倒くさくない。 

●松崎延子さん（川島町）
　段ボールコンポストと雑紙の分別を始めてから、ごみの量が激減し
ました。雑紙を分けることは、家族が競い合ってやっています。ごみ
の減量が進むと良いと思います。

●麻岡洋子さん（鴨島町・飯尾敷地小学校）
　雑紙を再利用するため、古紙回収紙と裏紙を再使用する紙に分け、資源として再利用する
ことに職員全員で取り組んでいます。学校活動として、PTAや地域の方々の協力を得て、古
紙回収を実施し児童用図書の購入に充てました。
　給食の牛乳パックは、子どもたちが自分たちで洗い、一枚の紙にし、トイレットぺーパー
と交換できました。
　学校全体として、燃やせるごみが相当減少しました。

●山上治朗さん（山川町）
　段ボールコンポスト・雑紙分別を率先して取り組んでいます。
　段ボールコンポストでできた肥料は、とてもいい肥料で、花もきれいに咲きます。
　段ボールコンポストは、きれいな花の咲く花壇作りにつながるとの観点で取り組んでみて
はどうでしょうか。

●石原育代さん（鴨島町）
　「雑紙は雑誌の日、袋いらない得する。」を実践すると、一週間に出すごみが１袋になりま
した。雑紙の取り組みが楽しみになっています。

●杉野和子さん（川島町）
　ごみに対する考え方が変わった。何でも資源になるという思いが生まれた。
　出前講座を、各保育所で行った成果として、保護者も職員も雑紙の回収の理解が高まり、
取り組んでくれるようになって、紙を捨てられなくなった。
　買い物に行っても、包んでもらわなくなり過剰包装を断るようになった。
　一年前と生活がずいぶんと変わって、地球資源のために何かしているとの満足感もある。

●福島朝代さん（山川町）
　わが家は６人家族でごみが一週間で４～５袋出ていたのが、ごみ減
量に取り組んでからは２袋ぐらいに減った。重たいぐらいごみが出て
いたのが、軽くなったのでごみ出しがずいぶん楽になった。
　生ごみをもやせるごみに出さないと、カラスや猫対策にもなる。

●矢吹日出旗さん（鴨島町）
　雑紙に取り組むようになって、紙ごみはほとんど出さないので、出すごみの量が２／３以
上減り、ごみ出しが楽になりました。雑紙の分別は誰でも取り組めるので、皆さんもぜひ、
取り組むと良いと思います。
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不法投棄を見かけたら通報を！
不法投棄は大変な犯罪です！

●不法投棄を行っている現場を見かけたら、電話ください。

◇家庭ごみ、粗大ごみなどの一般廃棄物の不法投棄を見かけたら

　2２－２２３０
　（吉野川市　環境企画課）　平日昼間対応（月～金）午前8時30分～午後5時15分

罰則（個人の場合は、最高５年以下の懲役、もしくは1,000万円以下の罰
金またはその両方、法人の場合は最高１億円以下の罰金）が課せられます。

7月19日（祝）に、鴨島町A地区は、
　　　　　　　　燃やせるごみの臨時収集を行います。

燃やせるごみ臨時収集のお知らせ

◇悪質な不法投棄が行われているところを見かけたら

　１１０番 （徳島県警察）  　 24時間対応

（注１）　一般廃棄物とは、産業廃棄物以外の廃棄物をいいます。
（ 注２）　産業廃棄物とは、工場や事業場の事業活動に伴って生じた廃棄物
のうち、燃え殻、汚泥、廃プラスチック、建設業等から生じる紙くず・
木くず、金属くず、がれき類等20種類の廃棄物をいいます。　　　　

○不法投棄とは、みだりに廃棄物（ごみ）を捨てることをいいます。　　
　道路への空き缶等のポイ捨てから、山林へのごみ捨て、産業廃棄物の投
棄などさまざまなケースがありますが、悪質なものは厳しく罰せられます。

○ よく誤解されていますが、自分の土地だったら不法投棄にならないと思
われている方もいるようです。しかし、他人の土地でも自分の土地でも、
みだりに廃棄物を捨てる行為は決して許されるものではありません。

◇産業廃棄物の不法投棄を見かけたら
　　　　「産業廃棄物不法投棄通報専用フリーダイヤル」

　0120－381－347
　（徳島県県民環境部環境総局環境整備課） 平日昼間対応（月～金）午前8時30分～午後5時15分
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０
万

円
の
財
政
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
第

１
次
の
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

取
り
ま
と
め
次
第
、
広
報
誌
等
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
第
２
次
大
綱
・
実
施
計
画
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
１
階

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
地
域
課

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

■第２次実施計画の主な内容
１　事務・事業の再編・整理
　・定員適正化計画の策定
　・事務事業評価の拡充
　・ごみ減量化の推進
　・庁舎の統合
　・保育所・幼稚園の再編
　・防災・危機管理体制の充実
２　民間活力の導入
　・指定管理者制度の導入
　・施設の民間事業者移管
　・民間委託の推進
３　財政の健全化
　・普通建設事業費の重点化
　・事務事業費削減
　・ 市税・公共料金の収納率向上・収
納機会の拡充

　・上下水道一体徴収の推進
　・有料広告の拡大
４　開かれた市政
　・ホームページ・広報誌の充実
　・パブリックコメント手続きの推進
　・男女共同参画の推進
５　人材の育成
　・外部機関への派遣
　・接遇マナーの向上
　・適正な人事の確立
　・人事評価制度の実施　

第
２
次
大
綱
の
基
本
方
針

財
政
効
果
見
込
額
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国
民
年
金
だ
よ
り

れ
、
継
続
手
続
き
を
希
望
さ
れ
た

方
は
、
年
金
事
務
所
で
審
査
が
あ

り
ま
す
の
で
、
結
果
の
通
知
が
届

く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
結
果

に
よ
っ
て
は
継
続
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
離
職
を
理
由
と
す

る
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

承
認
者
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
徳
島
北
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険

料
を
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
以
降
に
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
徳
島

北
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
国
保
年

金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
の
支
払
い
は
、
年
６

回
（
２
月
・
４
月
・
６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
２
カ
月
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額

を
お
知
ら
せ
す
る
『
年
金
振
込
通

知
書
』
は
、
毎
年
６
月
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
向
こ
う
１
年

間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
が
、
郵
便
局
の
窓
口
で
年

金
送
金
通
知
書
に
よ
り
現
金
で
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、
年

６
回
支
払
月
ご
と
に
年
金
送
金
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
金
の
支

払
額
や
支
払
金
融
機
関
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
７
月

分
か
ら
平
成
23
年
６
月
分
）
の
免

除
申
請
の
受
け
付
け
が
、
７
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
全
額
免
除
も
し

く
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
承
認
さ

『
年
金
振
込
通
知
書
』
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

地
デ
ジ
化
す
ん
で
ま
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
に
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

Ｖ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
ご
覧
の
方

は
地
デ
ジ
対
応
ア
ン
テ
ナ
へ
の
交

換
等
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
の
方
で
も
ア
ナ

ロ
グ
契
約
の
場
合
は
デ
ジ
タ
ル
契

約
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
ご

覧
に
な
る
場
合
は
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
野
川
市
で
は
地
デ
ジ

放
送
に
な
る
と
、
今
ま
で
ア
ン
テ

ナ
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
４
、

６
、
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
の
関
西

波
が
見
ら
れ
な
く
な
る
区
域
が
多

く
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
省
徳
島
県
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ

サ
ポ
徳
島
）
で
は
地
デ
ジ
に
関
す

る
説
明
会
お
よ
び
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な

い
方
、
地
デ
ジ
に
つ
い
て
も
っ
と

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
個
別
相
談
内
容

○
地
デ
ジ
の
受
信
方
法

○
関
西
波
の
受
信
状
況

○
共
同
住
宅
等
の
助
成
制
度

◆
説
明
会
・
相
談
会
日
程

市
役
所

説
明
会 

と
き　

６
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
・

18
日
㈮
・
21
日
㈪
の
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
３
階　

大
会
議

室相
談
会　

説
明
会
終
了
後
〜
午
後

４
時
ま
で

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

市
民
ホ

ー
ル川島

庁
舎

説
明
会

と
き　

６
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
・

24
日
㈭
の
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会

議
室

相
談
会　

説
明
会
終
了
後
〜
午
後

４
時
ま
で

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
１
階　

玄
関

横
ロ
ビ
ー

山
川
庁
舎

説
明
会

と
き　

６
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫
・

30
日
㈬
の
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

山
川
庁
舎
２
階　

２
０

２
室

相
談
会　

説
明
会
終
了
後
〜
午
後

４
時
ま
で

と
こ
ろ　

山
川
庁
舎
１
階　

玄
関

横
ロ
ビ
ー

総
務
省
徳
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
７
８
）
６
３
１
１

℻  
０
８
８
（
６
７
８
）
６
０
８
２

免
除
申
請
の
受
け
付
け
は
７
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
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川真田市長（写真右）から辞令を受け取る相原
団長（写真左）

市長（写真左）から、花束と認定書を
受け取る西谷さん親子

自分で描いた、こいのぼりを手に記念撮影

集めたごみをトラックに積み込む参加者

猪井ヨシ子さん

佐藤クニコさん

　
「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」
環
境

美
化
統
一
実
施
日
の
５
月
９
日
、

市
内
全
域
で
、
１
１
６
団
体
、
約

３
９
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
や

団
体
・
事
業
所
の
方
が
参
加
し
、

市
内
の
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
公
園
や
駅
な
ど
の
公

共
施
設
や
道
路
、河
川
敷
な
ど
で
、

　

４
月
８
日
に
山
川
町
諏
訪
の
猪

井
ヨ
シ
子
さ
ん
、
４
月
21
日
に
山

川
町
祇
園
の
佐
藤
ク
ニ
コ
さ
ん
が
、

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
市

や
県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

猪
井
さ
ん
は
、
25
年
前
ま
で
は

美
郷
で
養
蚕
な
ど
の
農
業
を
し
て
、

８
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま

　

４
月
11
日
、
鴨
島
体
育
館
で
、

こ
い
の
ぼ
り
作
り
（
市
教
育
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
布
で
作
っ
た
長
さ
約
80

㎝
の
こ
い
の
ぼ
り
に
、
い
ろ
い
ろ

な
色
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
模
様

や
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
自
分
だ
け

の
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
、
消
防
団
長

に
、
相
原
忠
さ
ん
（
川
島
町
学
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
４
月
12
日
、

川
真
田
市
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

新
し
い
吉
野
川
市
消
防

団
長
に
辞
令

ち
び
っ
こ
ド
ー
ム

利
用
者
１
万
人
突
破

「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
収
集

し
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
22
台
分

の
ご
み
を
集
め
、
自
分
た
ち
の
住

む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
６
日
か
ら
の
「
レ

ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
期
間
」
に
も
、

多
く
の
団
体
・
事
業
者
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
４
月
に
開
設
し
た
、
川
島

庁
舎
３
階
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
」
の
利
用

者
が
４
月
28
日
に
１
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。

　

１
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
阿

波
市
の
西
谷
雫し

ず
く

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

で
、
母
ひ
と
み
さ
ん
と
弟
の
零れ

い

君

（
０
歳
）
と
一
緒
に
訪
れ
、
川
真

田
市
長
か
ら
花
束
や
記
念
品
、
認

定
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。
現
在
は
、
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
誕
生
日
に
は
全
員
の
お

子
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
る
と
、
目
を
大
き
く
開
い

て
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
終
戦
後
、
山
川
町

に
帰
郷
し
、
山
を
開
拓
し
、
田
畑

を
作
り
、
農
業
を
し
て
４
人
の
お

子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
し
て
お
り
、
童
謡
な

ど
の
歌
を
歌
う
の
が
好
き
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
が
作
っ

た
野
菜
の
煮
し
め
や
ち
ら
し
寿
司

が
大
好
き
と
の
こ
と
で
す
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
28
人
（
女
性
27
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。
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５
月
16
日
、
第
11
回
四
国
三
郎

を
ま
た
ぐ
空
海
の
道
（
10
番
札
所

切
幡
寺
〜
11
番
札
所
藤
井
寺
経
由

ひ
ま
わ
り
農
産
市
）
と
第
16
回
最

後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
（
11
番

札
所
藤
井
寺
〜
12
番
札
所
焼
山
寺

経
由
鍋
岩
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
平
地
コ

ー
ス
に
は
２
１
２
人
、
山
道
コ

ー
ス
に
４
５
７
人
が
参
加
し
、

１
２
０
０
年
前
に
空
海
が
歩
い

た
当
時
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
豊
か
な
自
然
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

山
道
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
阿

波
市
内
の
64
歳
男
性
は
、「
今

年
初
参
加
し
ま
し
た
。
最
後
ま

で
歩
け
る
か
ど
う
か
不
安
な
の

で
、
半
年
前
か
ら
練
習
を
し
、

空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク

参加者で▶
賑わう受
け付け

▲ 新緑の中を歩
く参加者

▲ もうすぐ
一本杉庵

▲ 吉野川堤防沿いを
歩く参加者たち

　藤井寺を経由して
▼ゴールへ

ゴールのひまわり▶
農産市でのお接待

◀ 柳水庵で
あめ湯の
お接待

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？　

こ
こ
で
い
う
パ
ワ
ー
と
は

権
力
な
ど
人
間
関
係
に
お
け
る
強

制
力
の
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
職
場
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
は
、
仕
事
上
の
上
下

関
係
・
権
利
関
係
を
不
当
に
利
用

す
る
こ
と
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
・
い

じ
め
な
ど
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
判
断

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
事
例
を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ク
ビ（
解
雇
）に
す
る
ぞ
！
と
脅
す

　

労
働
者
を
ク
ビ
（
解
雇
）
に
す

る
に
は
、
客
観
的
に
み
て
合
理
的

と
判
断
で
き
る
だ
け
の
根
拠
が
必

要
で
す
。
解
雇
さ
れ
る
ほ
ど
の
理

由
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
お
前

な
ん
か
い
つ
で
も
ク
ビ
に
で
き

る
」
と
い
う
よ
う
な
言
動
で
半
ば

強
制
的
に
労
働
者
を
従
わ
せ
よ
う

と
す
る
行
為
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
解
雇
と
は
言
わ
な
い
ま

で
も
「
こ
の
仕
事
、
君
に
は
向
い

て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

「
転
職
を
考
え
た
方
が
い
い
よ
」

な
ど
と
転
職
・
退
職
を
促
す
よ
う

な
発
言
も
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

②
必
要
以
上
に
ミ
ス
を
追
及
す
る

　

少
々
の
ミ
ス
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
必
要
以
上
に
怒
鳴
り
つ
け
た

り
、
公
衆
の
面
前
で
指
摘
を
繰
り

返
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労

働
者
に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
与
え

る
と
い
う
の
も
典
型
的
な
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
例
で
す
。

　

ひ
ど
い
場
合
は
暴
力
に
ま
で
及

ぶ
事
も
あ
り
、
こ
れ
は
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
だ
け
で
な
く

傷
害
罪
な
ど
の
刑
事
罰
に
問
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
残
業
を
強
要
す
る　

　

時
間
内
で
は
と
て
も
終
わ
り
そ

う
に
な
い
よ
う
な
仕
事
を
押
し
付

け
た
り
、「
ま
さ
か
残
業
な
ん
て

付
け
な
い
よ
な
？
」
と
い
う
よ
う

に
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
強
制
的
に
行

わ
せ
た
り
す
る
の
も
よ
く
あ
る
タ

イ
プ
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

パ
タ
ー
ン
で
す
。

④
無
視
す
る
・
仕
事
を
与
え
な
い

　

仕
事
場
か
ら
強
制
退
去
さ
せ
ら

れ
た
り
、
仕
事
を
一
切
与
え
ら
れ

な
い
、
話
し
掛
け
て
も
無
視
さ
れ

た
り
と
い
う
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
存
在
し
ま
す
。

⑤
飲
み
会
へ
の
参
加
、
飲
酒
を

　

強
要
す
る

　

就
業
時
間
以
外
の
行
動
を
束
縛

す
る
こ
と
も
、
飲
酒
を
強
要
す
る

こ
と
も
仕
事
上
の
権
限
を
超
え
た

不
当
な
権
力
行
使
に
当
た
り
ま

す
。
誘
い
を
断
っ
た
と
き
に
不
利

な
扱
い
を
受
け
た
場
合
も
同
様
で

す
。パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ

起
こ
る
？

　

本
来
、
上
司
・
部
下
と
い
っ
た

関
係
は
あ
く
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
上

で
の
契
約
で
、
こ
れ
が
人
間
的
に

上
と
か
下
と
か
い
う
事
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
い
つ
も
命
令
し
て
い

る
立
場
に
あ
る
人
は
こ
れ
を
忘
れ

が
ち
に
な
り
、
人
間
性
を
否
定
す

る
よ
う
な
言
動
が
あ
っ
た
り
、
仕

事
上
の
権
限
を
越
え
て
命
令
を
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
原

因
に
な
る
事
が
多
い
の
で
す
。

体
調
を
整
え
て
参
加
し
ま
し
た
。

鍋
岩
ま
で
歩
き
切
れ
た
達
成
感

は
、
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な
い
で

す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

心
温
か
い
接
待
や
、
き
れ
い
に
掃

除
、
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
る
コ
ー

ス
は
、
歩
い
て
い
て
大
変
気
持
ち

が
よ
か
っ
た
で
す
。
必
ず
来
年
も

参
加
し
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

山
道
コ
ー
ス

平地コース
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平
成
22
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
給
者
の
方
に

は「
現
況
届
」の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
６
月
中
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
期
間
中
に
提
出
が
な
い

と
６
月
以
降
、
子
ど
も
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
限　

６
月
30
日
㈬
ま
で
（
土
・

日
は
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課（
川
島
庁

舎
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島・山
川・

美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
現
況
届
（
各
受
給
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
）

○
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外

の
も
の
）

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
会
社
員
等

で
厚
生
年
金
等
に
加
入
の
方
の
み
）

子
ど
も
と
住
所
が
違
う
方

○
申
立
書

問
い
合
わ
せ

　

市
で
は
、
市
役
所
窓
口
の
各
種
手
続

き
や
市
民
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
、

地
元
の
特
産
品
の
紹
介
、
観
光
・
文
化

な
ど
地
域
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
た
、

「
吉
野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
、（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協

働
で
作
成
し
、
市
内
全
世
帯
に
無
料
配

布
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
広
告
主
を
募
集
し
、
そ
の
広
告
費
で

印
刷
・
製
本
お
よ
び
各
世
帯
に
配
布
を

す
る
た
め
、
行
政
の
財
政
負
担
を
一
切

伴
わ
ず
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
広
告
募
集

に
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
担
当
者
が
事
業
所
な

ど
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
広
告
掲
載
に
つ
い
て

（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
徳
島
支
店　

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
５
３
０

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

「
吉
野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」改
訂

版
掲
載
の
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

○
子
ど
も
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
（
子
ど
も
の
住
所
が
吉
野
川
市
以
外

に
あ
る
方
）

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係          

☎
㉕
６
６
１
４

問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

認
定
の
更
新

　

６
月
は
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

認
定
の
更
新
月
で
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
更

新
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
23
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
児
童
母
子

福
祉
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者

認
定
（
更
新
）
申
請
書
（
各
受
給
者
に

送
付
し
て
い
ま
す
）

●
受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
の
写
し

●
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平
成
22

年
度
（
平
成
21
年
中
）
所
得
課
税
証
明

書
（
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
吉
野

川
市
に
転
入
し
た
方
、
扶
養
義
務
者
が

吉
野
川
市
以
外
に
在
住
の
方
、
お
よ
び

問
い
合
わ
せ

　

６
月
は
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

受
給
者
認
定
の
更
新
月
で
す
。
対
象
と

な
る
方
に
は
個
別
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
更
新
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
23
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者

認
定
（
更
新
）
申
請
書
（
各
受
給
者
に

送
付
し
て
い
ま
す
）

②
受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
の
写
し

③
介
護
証
明
書
（
身
体
障
害
者
手
帳
２

級
所
持
者
の
う
ち
、
常
時
介
護
を
要
す

る
方
の
み
）

④
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平
成
22

年
度
（
平
成
21
年
中
）
所
得
課
税
証
明

書
（
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
吉
野

川
市
に
転
入
さ
れ
た
方
、
扶
養
義
務
者

が
吉
野
川
市
以
外
に
在
住
の
方
、
お
よ

び
住
所
地
特
例
該
当
者
の
み
）

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

受
給
者
認
定
の
更
新

住
所
地
特
例
該
当
者
の
み
）

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
４

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３
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問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
に
向

け
、
日
本
年
金
機
構
が
県
社
会
保
険
労

務
士
会
の
協
力
を
得
て
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」、「
厚
生
年
金
加
入
記
録
の
お
知

ら
せ
」
お
よ
び
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

（
平
成
19
年
12
月
〜
平
成
20
年
10
月
送

付
）
を
受
け
取
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し

た「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予

約
制
）」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
」の
送
付

に
伴
う
出
張
相
談
所
の
開
設

相
談
内
容

①
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
お
よ
び
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
な
ら
び
に
「
厚
生
年

金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
」
の
趣
旨
・

目
的
お
よ
び
見
方
の
解
説

②
記
録
照
会
票
へ
の
記
入
方
法
の
助
言

③
年
金
加
入
期
間
に
空
白
が
あ
る
場
合

開設日・時間・場所
7月15日（木）

午前10時～
　　午後3時

吉野川市役所
2階203会議室

8月12日（木）
9月  9日（木）
10月14日（木）
11月11日（木）
12月  9日（木）
1月13日（木）
2月10日（木）
3月10日（木）

の
ご
本
人
へ
の
確
認

④
年
金
加
入
に
関
す
る
記
憶
喚
起
の
た

め
の
助
言
等

申
込
方
法

　

無
料
相
談
は
、
電
話
等
に
よ
る
完
全

予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
徳
島
県
社

会
保
険
労
務
士
会
へ
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
ご
予
約
の
際
は
、
相
談
者
氏

名
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
等
に

つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０
（
９
６
７
９
５
１
）

問
い
合
わ
せ

　

現
在
、
吉
野
川
市
一
円
に
お
い
て
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林

作
物
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

銃
器
（
猟
銃
）
や
ワ
ナ
を
用
い
て
捕
獲

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
山
林
に
入
る
方

は
、
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
出

す
な
ど
、
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

10
月
31
日
㈰
ま
で

実
施
区
域　

吉
野
川
市
一
円
（
た
だ
し
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
の
実
施
を
し
て
い
ま
す

狩
猟
可
能
区
域
に
限
る
）

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

問
い
合
わ
せ

美
郷
内
で
の
工
事
は

問
い
合
わ
せ
が
必
要
で
す

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
内
で
工
事
を
す
る
場
合
、

申
請
が
必
要
と
文
化
財
保
護
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
美
郷
は
、
国
指
定
天
然
記

念
物
「
美
郷
の
ホ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
生

息
地
」
と
し
て
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
に
影
響
の
あ
る
工
事
は

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
美
郷

内
で
工
事
を
計
画
す
る
際
に
は
、
生
涯

学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

市
町
村
ご
と
に
大
雨
や
洪
水
な
ど
の

気
象
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
!!

　

気
象
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
吉
野
川
市

に
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
吉
野
川
市
を
含
む
「
美
馬
北
部
・

阿
北
」
あ
る
い
は
「
徳
島
県
北
部
」
に

対
し
て
気
象
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
５
月
27
日

か
ら
は
、「
吉
野
川
市
」
を
明
示
し
て

発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
ま
た

は
１
７
７
天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

は
、
市
町
村
ご
と
に
発
表
さ
れ
て
い
る

気
象
警
報
・
注
意
報
を
、
簡
潔
か
つ
短

時
間
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で
放
送
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報

の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

携
帯
電
話
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/i-index.htm
l

徳
島
地
方
気
象
台　

防
災
業
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
０
６
７
６

問
い
合
わ
せ

防災情報提供セ
ンター携帯端末
用QRコード
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122010年（平成22年）6月9日

広報よしのがわ

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
親
子
料
理
教
室

６
月
は
市
・
県
民
税
の
納
付
月

問
い
合
わ
せ

　

６
月
は
市
・
県
民
税
（
第
１
期
）
の

納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

６
月
30
日
㈬

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

女
性
の
た
め
の

人
権
相
談
所
開
設

　

６
月
23
日
㈬
か
ら
６
月
29
日
㈫
ま
で

は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　

徳
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
阿
波
・

吉
野
川
地
区
部
会
で
は
女
性
の
た
め
の

女性で人権問題にお悩みの方は、女性の人権ホットライン  午前9時～午後5時  ☎0570（070）810

問
い
合
わ
せ

　

市
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ
２
月
号
等

で
募
集
し
た
ま
ち
づ
く
り
振
興
事
業
に

つ
い
て
、
次
の
６
事
業
を
支
援
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
の
名
称
と

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

立
ち
上
げ
支
援
コ
ー
ス

○
外
国
人
諸
問
題
支
援
（
徳
島
日
本
語

支
援
協
会
）
＝
市
内
に
在
住
す
る
外
国

人
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
公
の

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
は
か

り
方
や
公
共
機
関
等
へ
の
書
類
の
提
出

な
ど
に
必
要
な
日
本
語
の
支
援

○
市
民
ふ
れ
あ
い
交
流
書
道
展
〜
吉
野

川
市
民
書
道
作
品
展
〜（
遊
墨
会
）＝
書

道
を
通
じ
て
、
市
民
の
創
作
意
欲
を
高

め
、
ま
た
書
道
人
口
の
増
加
・
普
及
を

め
ざ
し
文
化
の
向
上
を
図
る
作
品
展
の

開
催

○
学
読
書
会
愛
の
輪
講
演
会
（
学
読

書
会
愛
の
輪
）＝
地
域
住
民
に
い
ろ
い

ろ
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い
、
弱

者
の
立
場
に
立
っ
た
考
え
方
や
豊
か
な

心
を
は
ぐ
く
め
る
よ
う
な
講
演
会
を
開

催活
動
支
援
コ
ー
ス

○
体
験
学
習
ツ
ア
ー（
朗
読
グ
ル
ー
プ

ま
ち
づ
く
り
振
興
事
業
決
定

「
あ
い
う
え
お
」）
＝
視
覚
障
害
者
の
方

が
、
日
常
体
験
で
き
に
く
い
こ
と
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、

触
れ
て
み
る
・
感
じ
て
み
る
な
ど
の
体

験
の
機
会
を
提
供

○
地
域
の
絆
づ
く
り
活
動
と
人
権
学
習

（
山
川
町
川
田
中
部
地
区
青
少
年
育
成

会
）
＝
小
学
６
年
生
を
中
心
に
、
平
和

の
尊
さ
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
現
地
研
修

等
を
行
い
、
そ
の
後
小
学
６
年
生
が
講

師
と
な
り
、
全
校
生
徒
や
保
護
者
等
を

対
象
と
し
た
成
果
発
表
会
を
開
催

○
遍
路
道
か
ら
樋
山
地
再
発
見
ウ
ォ
ー

ク
コ
ー
ス
を
作
る（
か
も
研
究
塾
）＝
最

後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
か
ら
樋
山
地

へ
の
古
道
を
通
る
文
化
遺
産
を
し
る
し

た
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
市
民
健
康
ウ

ォ
ー
ク
を
実
施

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

小
さ
な
悩
み
も
一
人
で
か
か
え
な
い

で
、
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

人
権
相
談
所

と
き　

６
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
吉
野
川
市
鴨
島
町
甲
１
）

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

　
「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。）

鴨
島
教
室

と
き　

７
月
31
日
㈯

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館（
２
階
調
理
室
）

定
員　

６
組
（
12
人
〜
18
人
）

山
川
教
室

と
き　

８
月
１
日
㈰

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館
（
１
階
料
理
実

習
室
）

定
員　

８
組
（
16
人
〜
24
人
）

時
間　

い
ず
れ
の
教
室
も
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
（
予
定
）

参
加
費　

無
料

対
象　

吉
野
川
市
内
の
小
学
生
の
児
童

と
親
子
、
兄
弟
姉
妹
で
の
参
加
も
認
め

ま
す
が
、
１
組
に
つ
き
親
子
で
３
人
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル申
込
受
付　

７
月
１
日
㈭
（
先
着
順
）

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
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せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

13 2010年（平成22年）6月9日

広報よしのがわ

パ
ソ
コ
ン
講
習
前
期
受
講
者
募
集

船
窪
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
に

つ
い
て
の
情
報
を
募
集

第
４
回
吉
野
川
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催

五
九
郎
ま
つ
り

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

Ⓐ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

的
な
操
作
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
４
回

Ⓑ
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
４
回

Ⓒ
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
４
回

Ⓓ
応
用
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
応
用
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
４

回

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

　　　開催日

時間　　　　
7月14日
㈬

7月15日
㈭

7月16日
㈮

7月17日
㈯

午前９時45分
～11時45分

①パソコン
　基礎

⑤ワープロ
　入門

⑨表計算
　入門

⑬応用
　コース

 午後1時
     ～3時

②パソコン
　基礎

⑥ワープロ
　入門

⑩表計算　
　入門

⑭応用
　コース

午後3時15分
～5時15分

③パソコン
　基礎

⑦ワープロ
　入門

⑪表計算　
　入門

⑮応用
　コース

午後6時30分
　～8時30分

④パソコン
　基礎

⑧ワープロ
　入門

⑫表計算　
　入門

⑯応用
　コース

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト
広
場

年
間
開
催
予
定
日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

７
月
25
日
、
８
月
29
日
、
９
月
26
日
、

10
月
31
日
、
11
月
28
日
、
12
月
26
日

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
布
ご
み
・
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収

も
し
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０

　

五
九
郎
ま
つ
り
は
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
大
活
躍
し
、
日
本
演
芸
史
上

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
鴨
島
町
出
身

の
喜
劇
役
者
、
曽
我
廼
家
五
九
郎
の
業

績
を
た
た
え
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。

鴨
島
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

６
月
26
日
㈯
午
後
６
時
〜
10
時

（
雨
天
時
は
６
月
27
日
㈰
に
順
延
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

五
九
郎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
吉
野
川

商
工
会
議
所
内
）　　
　
☎
㉔
２
２
７
４

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
２
階　

視
聴
覚

室受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

６
月
30
日
㈬
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
９
月
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー（
山
川
町
）で
の
パ
ソ
コ
ン
講
習（
後

期
）
を
受
講
さ
れ
る
予
定
の
方
は
、
今

回
同
じ
コ
ー
ス
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
国
指
定
天
然
記

念
物
「
船
窪
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
」
を

後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
保
護
方

法
の
指
針
を
記
し
た
保
存
計
画
の
策
定

を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
一
環
と
し
て
、
今
ま
で
の
群

落
と
人
と
の
関
わ
り
や
成
り
立
ち
を
調

べ
る
た
め
、
聞
き
取
り
調
査
と
画
像
収

集
を
し
て
い
ま
す
。
昔
の
様
子
を
ご
存

じ
の
方
や
、
以
前
に
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落

を
撮
影
し
た
画
像
を
持
っ
て
い
る
方
を

探
し
て
い
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
生
涯
学
習
課（
山
川
庁
舎
１
階
）

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
聞
き
取
り
調
査

　

調
査
員
が
対
象
者
に
群
落
と
の
関
わ

り
や
知
っ
て
い
る
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。

対
象
者　

オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
に
つ
い
て

年
代
は
問
わ
ず
、
何
か
知
っ
て
い
る
と

い
う
方

●
画
像
収
集

　

画
像
と
年
代
を
記
録
し
、
群
落
の
成

り
立
ち
を
考
え
ま
す
。
画
像
は
調
査
終

了
後
返
却
し
ま
す
。

対
象
者　

観
光
等
で
訪
れ
た
際
に
撮
影

し
た
写
真
や
映
像
で
、
群
落
が
写
っ
て

お
り
撮
影
日
の
分
か
る
画
像
を
持
っ
て

い
る
方

市
生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

☎
42
４
１
１
７



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

142010年（平成22年）6月9日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

連
絡
先

薫
風
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　
鴨
島
一
中
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ・ピ
ン
ク
ノ
イ
ズ（
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
）

と
き　

６
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
「
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
」
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

　

鴨
島
町
菊
友
会
で
は
、
菊
づ
く

り
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

菊
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
初

心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
、
菊
友
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

菊
友
会
で
育
て
た
菊
鉢
に
つ
い

て
は
、
菊
人
形
・
菊
花
展
、
四
国

菊
花
品
評
会
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
で
、

菊
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

鴨
島
菊
友
会
事
務
局
（
吉
野
川
商

工
会
議
所
内
） 　

☎
㉔
２
２
７
４

　

平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
21
年

　

保
育
園
の
お
友
達
や
保
育
士
た

ち
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　

３
歳
未
満
の
在
宅
で
保
育

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

と
き　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

毎
月
第
１
水
曜
日
は
、
園
庭
や

保
育
室
を
開
放
、
第
３
水
曜
日
は

紙
芝
居
や
手
遊
び
な
ど
室
内
で
の

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
毎
月
計
画
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保

育
園
（
吉
野
川
市
鴨
島
町
喜
来
３

２
３
）

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

☎
㉔
１
２
８
２

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

保
育
園
に
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

６
月
21
日
㈪
、
７
月
５
日

㈪
・
12
日
㈪

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

６
月
９
日
㈬
、
７
月
14
日

㈬江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

７
月
１
日
㈭
午
前
６

時
30
分
〜
７
時
30
分

と
き　

７
月
23
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時
、
７
月
24
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

東
徳
島
病
院
附
属
看
護

学
校

内
容　

公
開
講
座
「
聴
い
て
み
よ

第
１
２
７
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

「
菊
づ
く
り
」参
加
者
募
集

な
か
よ
し
く
ら
ぶ

○
保
育
所
開
放

　

保
育
所
を
開
放
し
ま
す
。園
庭
や

お
部
屋
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
20
分

と
こ
ろ　

鴨
島
中
央
保
育
所

内
容　

手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
・

リ
ズ
ム
あ
そ
び
・
紙
芝
居
・
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
・
絵
本
を
み
た
り
、

手
づ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
っ

た
り
し
ま
す
。

※
毎
月
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

対
象　

在
宅
で
保
育
さ
れ
て
い
る

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

○
子
育
て
相
談
事
業

　

保
育
所
開
放
時
に
子
育
て
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

鴨
島
中
央
保
育
所　

☎
㉔
２
３
５
６

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

７
月
１
日
㈭
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容　
除
草
作
業
、清
掃
作
業

　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

う
！
身
体
か
ら
の
サ
イ
ン
」・
看

護
技
術
体
験（
妊
婦
体
験
・
手
洗
い

法
な
ど
）・
在
校
生
と
の
座
談
会

参
加
費　

無
料　

申
込
締
切　

７
月
９
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人　

国
立
病
院
機
構

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校　

事
務
室

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
４
５
３
４

度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
22
年
度

分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

手
続
き
を
「
労
働
保
険
確
定
・
概

算
保
険
料
申
告
書
」
に
よ
り
、
７

月
12
日
㈪
ま
で
に
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

徳
島
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
３
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薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育

航
空
群
音
楽
祭

　

薬
物
乱
用
は
一
部
の
人
の
問
題

で
は
な
く
、
身
近
な
問
題
で
す
。

正
し
い
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

地
域
社
会
の
中
で
の
取
り
組
み

　

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
明
る
い

社
会
環
境
を
作
る
。

家
庭
で
の
取
り
組
み

　

薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
話
し

合
う
機
会
を
持
つ
。

　
「
徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島

地
区
協
議
会
」
で
は
、「
新
国
連

薬
物
乱
用
根
絶
宣
言
」（
２
０
０

９
〜
２
０
１
９
）
の
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
「
６
・
26
ヤ
ン
グ
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
お
よ
び
「
街

頭
募
金
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６・26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　

６
月
26
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

鴨
島
町
キ
ョ
ー
エ
イ
セ

レ
ブ
店
頭
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
店
頭

内
容　

吉
野
川
保
健
所
管
内
中
学

生
、
指
導
員
等
を
中
心
と
し
て
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
国
連
支
援

募
金
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
募
金
活
動

と
き　

６
月
20
日
㈰
開
演
正
午

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル 

主
催　

吉
野
川
市
文
化
協
会　

日

本
舞
踊
部
門
会　

共
催

と
き　

６
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

期
間　

６
月
20
日
㈰
〜
７
月
19
日

㈪
ま
で

内
容　

地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

協
力
店
、市
役
所・支
所
地
域
課（
川

島・山
川・美
郷
）に
募
金
箱
を
設
置

し
て
実
施
す
る
募
金
活
動
で
す
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

　
　
　

 　
　
　

☎
36
９
０
１
６

と
き　

６
月
30
日
㈬　

開
場
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

鳴
門
市
文
化
会
館

出
演　

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
広

報
室

☎
０
８
８
（
６
９
９
）
５
１
１
１

（
内
線
３
２
３
４
）

受
講
料　

無
料　

飛
び
入
り
参
加

可
能

と
き　

６
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー　

消
費
生
活
相
談
員　

加

渡
い
ず
み
さ
ん

と
き　

７
月
12
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
本

部
職
員

と
き　

７
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

と
き　

７
月
15
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時

講
師　

徳
島
農
政
事
務
所　

檜　

利
彦
さ
ん

と
き　

７
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

内
容　

収
納
に
つ
い
て
の
講
義

講
師　

武
田
真
由
美
さ
ん

対
象　

吉
野
川
市
在
住
の
方

定
員　

50
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
も
対
応
で
き
る
範
囲
は
受
け
付

け
ま
す
）

持
参
物　

メ
モ
を
さ
れ
る
方
は
筆

記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

７
月
12
日
㈪
〜
16
日

㈮
ま
で
の
間
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬
・

５
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時　

内
容　

簡
単
な
英
会
話
、
ゲ
ー
ム

な
ど

講
師　

松
尾
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ａ
先
生

（
吉
野
川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　

４
〜
６
歳
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

先
着
15
組

持
参
物　

飲
み
物
、
は
さ
み
、
の

り
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
（
色
鉛
筆
）

申
込
方
法　

７
月
12
日
㈪
〜
16
日

㈮
ま
で
の
間
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
３
日
で
１
コ
ー
ス
で
す
の
で
、

３
日
と
も
参
加
で
き
る
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

７
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
県
消
費
者
協
会　

常

務
理
事　

藤
川
裕
子
さ
ん

と
き　

７
月
５
日
㈪
午
後
３
時
〜

４
時

講
師　

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病

院　

三
ツ
井
貴
夫
さ
ん

と
き　

７
月
７
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
県
製
薬
指
導
所　

生

薬
製
剤
科
長　

相
原
文
枝
さ
ん

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

第
６
回　

日
舞
合
同
発
表
会

ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
く
会

親
子
で
英
会
話

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

生
涯
学
習
講
座

や
さ
し
い
経
済
講
座
（
悪
徳
商

法
の
対
処
法
に
つ
い
て
）

健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
は
怖
く
な
い
）

薬
草
教
室

（
暮
ら
し
の
中
の
薬
草
植
物
）

防
災
教
室
（
身
近
な
も
の
を
使
っ

た
応
急
手
当
・
搬
送
法
に
つ
い
て
）

黒
崎
楽
器　

ピ
ア
ノ　

エ
レ
ク

ト
ー
ン　

発
表
会

食
と
農
の
知
っ
得
講
座
（
食
料
自

給
率
と
日
本
型
生
活
に
つ
い
て
）

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

山
川
公
民
館　
　
☎
42
５
５
８
２

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

山
川
公
民
館
だ
よ
り

す
ぐ
で
き
る
！
簡
単
収
納
術

〜
部
屋
が
ス
ッ
キ
リ　

家
が
片

付
く
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

暮
ら
し
の
知
恵

　
（
役
立
つ
知
恵
の
全
て
）

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

５
時

主
催　

甲
斐
ピ
ア
ノ
教
室
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ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

　

吉
野
川
市
文
化
協
会
の
美
術
団

体
を
中
心
と
し
た
美
術
愛
好
家
の

作
品
展
で
す
。

洋
画
・
日
本
画
・
手
工
芸
・

写
真
・
書
道
等

と
き　

７
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

と
き　

７
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜

　

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

藍
染
め
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

７
月
24
日
㈯
午
前
８
時
40

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

藍
工
房
専
修
館
（
鴨
島

町
喜
来
）

参
加
費　

実
費
（
材
料
費
）

　

自
然
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を

養
う
た
め
の
子
ど
も
俳
句
に
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

７
月
25
日
㈰
、８
月
１
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

研
修
室
４

参
加
費　

無
料

と
き　

６
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

内
容　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
。
お

や
つ
作
り
を
し
よ
う
。

と
き　

７
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

内
容　

粘
土
で
遊
ぼ
う
。（
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
を
作
ろ
う
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

と
こ
ろ　

研
修
室
２　

参
加
費　

１
０
０
０
円

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

第
６
回
総
合
美
術
展

夏
休
み
親
子
陶
芸
体
験
講
座

藍
染
め
一
日
体
験
講
座

夏
休
み
親
子
俳
句
講
座

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
定
例
会

○
国
際
テ
ロ
の
情
勢

　

平
成
13
年
９
月
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
発
生
以
降
、
世
界
各
国
で

テ
ロ
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
に
よ
る
悲
惨
な
テ
ロ
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
に

お
い
て
、
マ
リ
オ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル

を
標
的
と
し
た
自
爆
テ
ロ
で
54
人

が
死
亡
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
の
ム

ン
バ
イ
で
は
、
武
装
集
団
に
よ
る

連
続
テ
ロ
で
、
邦
人
１
人
を
含
む

１
６
０
人
が
死
亡
す
る
な
ど
、
世

界
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
多
発
し
ま

し
た
。

○
国
際
テ
ロ
の
脅
威

　

日
本
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を

始
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
か

ら
米
国
の
同
盟
国
と
み
な
さ
れ
、

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
も
の

と
さ
れ
る
声
明
で
、
た
び
た
び
テ

ロ
の
標
的
と
し
て
名
指
し
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
テ
ロ
組
織
の
関

係
者
が
、
不
法
に
入
出
国
を
繰
り

返
し
て
い
た
ほ
か
、
平
成
19
年
に

は
、
テ
ロ
組
織
の
幹
部
が
日
本
に

あ
る
米
国
大
使
館
を
破
壊
す
る
計

画
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
日
本
も
テ
ロ
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催
に
伴
う
お
願
い

　

11
月
に
、
横
浜
市
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
首

脳
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

全
国
各
地
で
関
係
閣
僚
会
議
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
国
際
テ
ロ
組
織

等
が
こ
れ
ら
国
際
会
議
を
妨
害
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

警
察
は
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
を
国

内
に
入
れ
な
い
」、「
拠
点
を
作
ら

せ
な
い
」、「
テ
ロ
を
起
こ
さ
せ
な

い
」
と
い
う
観
点
か
ら
関
係
機
関

と
協
力
し
、
空
港
、
港
、
駅
な
ど

の
警
戒
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
人
や
車
、
荷
物
な
ど
を

見
か
け
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
・
交
番
等
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
警
察
本
部

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ　

ヒ
ノ
キ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
コ

ノ
テ
ガ
シ
ワ
は
、
中
国
北
部
原

産
で
、
庭
な
ど
に
植
栽
さ
れ
る

ヒ
ノ
キ
科
の
常
緑
小
高
木
で
す
。

　

葉
は
枝
に
対
し
て
垂
直
に
広

が
り
表
裏
の
区
別
が
つ
き
に
く

く
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
に
よ
く
似
て

い
ま
す
。

『
奈
良
山
の
児こ

の
て手
柏が

し
わ

の

両ふ
た
お
も
て面
に　

か
に
も
か
く
に
も

倭ね
ぢ
け
び
と人
の
徒と

も

』（
消
奈
行
文
大
夫
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
奈
良
山
に
生
え
て
い
る
コ

ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
葉
が
、
両
面
で

裏
表
が
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
、

あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら
に
も
、
誰

か
れ
構
わ
ず
へ
つ
ら
う
人
達
が

い
る
も
の
だ
。」
と
い
う
意
味

で
す
。（資

料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止
に

ご
協
力
を
！



下水処理実態調査を実施していますのでご協力をお願いします。
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ヤング健診 ･各種がん検診等のご案内
平成22年度

★医療保険の種別に関係なく、次の対象年齢の方は健（検）診を受けることができます!!

◆健（検）診の種類

健（検）診の種類
対　象　者

平成22年度（平成22年4月1日～平成
23年3月31日）に該当年齢に達する方

※1
個人負担金 内  　容

（
公
民
館
な
ど
で
実
施
）

集　

団　

検　

診

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによるレントゲン検査

大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便の検査（2日法）

乳がん検診（マンモグ
ラフィー併用）
甲状腺検診

40歳以上の女性で平成21年
度に受診されていない方
（2年に1回）

1,300円
乳がん検診は視触診および
マンモグラフィー、甲状腺
検診は視触診

骨粗しょう症検診
（11月24日㈬のみ実施）

40・45・50・55・60・
65・70歳の女性 500円 腕のレントゲン検査

（
医
療
機
関
で
実
施
）

個　

別　

健　

診

健康診査 40歳以上の生活保護受給の方 無　料

特定健康診査に準ずる項目
《基本的な健診項目》
問診・身体計測・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査
【脂質検査・肝機能検査・腎機
能検査・糖尿病検査】
《詳細な項目》
貧血検査（医師の判断に基づ
き実施） ・心電図（前年の結果
および医師の判断に基づき実
施）・眼底検査（前年の結果お
よび医師の判断に基づき実施）

ヤング健診
20～39歳の方
（※吉野川市国保加入の方で、節目
健診対象の方〔今年度30･35歳〕
は除く）

1,000円

子宮がん検診 20歳以上の女性で平成21年度に
受診されていない方（2年に1回） 1,500円 子宮頸

けい

部細胞診

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査

B型・C型肝炎検査 40歳の方 700円 血液検査

歯周疾患検診 40・50・60・70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

肺
が
ん
巡
回
検
診

肺がん検診 40歳以上の方 無　料 胸部のレントゲン検査

喀
かく

痰
たん

検査

次の①または②に該当し、希望
する方
① 50歳以上で喫煙指数（1日本数
×喫煙年数）が600以上の方
② 最近6カ月以内に血痰のあった方

500円
たんの検査
（※たんの検査のみはできませ
ん。胸部のレントゲン検査とた
んの検査はセットです）

平成22年度　女性特有のがん検診推進事業について
次の生年月日に該当する方には子宮がんまたは乳がん検診の無料クーポン券を郵送します。
（前年度に同検診を受診された方は対象外となります）

子宮がん検診
無料クーポン
対象者

平成元年４月２日～平成２年４月１日
昭和59年４月２日～昭和60年４月１日
昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
昭和49年４月２日～昭和50年４月１日
昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

乳がん検診
無料クーポン
対象者

昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
昭和39年４月２日～昭和40年４月１日
昭和34年４月２日～昭和35年４月１日
昭和29年４月２日～昭和30年４月１日
昭和24年４月２日～昭和25年４月１日

※1　個人負担金：『ヤング健診』以外の健（検）診については、70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、
生活保護世帯の方は個人負担金が免除されます。

※2　平成22年度から、巡回検診は肺がん検診となります。
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◆健（検）診の日程・申込方法
健（検）診の種類 日程・実施期間 場　所 申し込み

集　

団　

検　

診

胃がん検診
大腸がん検診
乳がん・甲状腺検診

8月  4日（水）　午前 ふるさとセンター

《申込受付》
7月1日（木）～
各健（検）診日の2
週間前まで
（申し込みされた方
に受診券をお送り
します）

※胃がん検診および
乳がん・甲状腺検診
は、1日に受診できる
人数に制限がありま
すので、申し込みが
殺到した場合、期間
内でも受け付けを終
了させていただく場
合があります。

8月20日（金）　午前 山川公民館

8月21日（土）　午前 鴨島公民館

8月25日（水）　午前 川島公民館

9月22日（水）　午前 鴨島公民館

胃がん検診
大腸がん検診
乳がん・甲状腺検診
骨粗しょう症検診

11月24日（水）　午前 鴨島公民館

乳がん・甲状腺検診のみ
（他の検診はありません
のでご注意ください）

7月28日（水）　　　

市川島庁舎

8月26日（木）　　　

9月11日（土）　午前

10月19日（火）　午前

11月17日（水）　　　

（
医
療
機
関
で
受
診
）

個　

別　

健　

診

子宮がん検診
7月1日～3月31日

県内広域化医療機関 《申込受付》
7月1日～12月28日
まで（申し込みされた
方に受診券をお送り
します）ヤング健診 市内指定医療機関

前立腺がん検診

7月1日～9月30日

市内指定医療機関

《申込受付》
7月1日～9月30日ま
で（申し込みされた方
に受診券をお送りし
ます）

健康診査 市内指定医療機関

申込不要
（対象の方に受診券
をお送りします）

B型・C型肝炎検査 市内指定医療機関

歯周疾患検診 市内指定歯科医療機関

巡回
検診 肺がん巡回検診 8月17日～9月24日の10日間（市内各地区巡回）

詳細は、広報よしのがわ7月号でお知らせします。

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎㉕6615

　健診を受けられる機会のなかった20～ 40歳未満の方も
『ヤング健診』として健診が受けられます！！

　血管の傷みは自覚症状では判断できません。自覚症状のな
いうちから自分の身体に関心をもち、健診を受けましょう！！

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！
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虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

嚢の
う

、
腎
臓
な
ど
の
異
常
や
腫し

ゅ
り
ゅ
う瘤
の

有
無
を
調
べ
ま
す
。（
注
射
す
る

こ
と
で
、
血
管
や
腫
瘤
が
判
り
や

す
く
な
る
）
造
影
剤
を
使
用
す
る

と
腫
瘤
の
良
悪
性
の
評
価
も
行
え

ま
す
。

骨
盤
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ　

膀ぼ
う

胱こ
う

、
前
立
腺
、

子
宮
、
卵
巣
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

女
性
の
場
合
、
子
宮
筋
腫
や
卵
巣

の
評
価
に
は
特
に
有
用
で
す
。

関
節
Ｍ
Ｒ
Ｉ　

肩
関
節
、
股こ

関
節
、

膝
関
節
な
ど
を
撮
影
し
、
痛
み
の

原
因
に
な
る
骨
や
靭じ

ん

帯た
い

の
異
常
を

調
べ
ま
す
。

血
管
Ｍ
Ｒ
Ｉ　

造
影
剤
を
使
用
し

な
い
で
腹
部
大
動
脈
や
腎
動
脈
、

下
肢
動
脈
の
血
流
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
全
身
の
異
常
を
検
索

す
る
検
査
も
行
え
ま
す
。

〈
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い
方
〉

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
装
着
さ
れ

て
い
る
方
や
入
れ
墨
が
あ
る
方
。

閉
所
恐
怖
症
が
あ
る
方
。
妊
娠
を

さ
れ
て
い
る
方
や
体
内
に
金
属
が

入
っ
て
い
る
方
は
、
検
査
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
検
査
に
つ
い
て

の
詳
し
い
こ
と
は
、
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
１
月
か
ら
、
麻
植
協
同
病

院
で
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
稼
動

し
始
め
ま
し
た
。
以
前
の
装
置
と

比
べ
、
画
質
が
良
く
な
り
、
ま
た
、

撮
影
時
間
も
短
く
な
り
ま
し
た
。

〈
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
と
は
〉

　

円
筒
状
の
大
き
な
磁
石
の
中
に

あ
お
む
け
に
入
り
、
強
い
磁
石
と

電
波
を
使
い
、
身
体
を
横
・
縦
・

斜
め
か
ら
の
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら

撮
影
し
、
身
体
の
中
を
調
べ
る
検

査
で
す
。
放
射
線
を
使
わ
な
い
の

で
被
ば
く
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
何
が
わ
か
る
の
〉

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ　

脳
梗こ
う

塞そ
く

や
脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

な

ど
の
脳
内
の
異
常
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。
ま
た
、
く
も
膜
下
出
血
の

原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤り

ゅ
う

の
検
出
や

動
脈
硬
化
症
に
よ
る
脳
血
管
や
頚け

い

部
動
脈
の
狭き

ょ
う
さ
く窄
の
検
索
も
行
い
ま

す
。
新
装
置
で
は
、
急
性
期
脳
梗

塞
の
診
断
も
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

脊せ
き

椎つ
い

Ｍ
Ｒ
Ｉ　

痛
み
や
手
足
の
し

び
れ
の
原
因
と
な
る
頚け

い

椎つ
い
・
胸き

ょ
う
つ
い椎
・

腰よ
う

椎つ
い

の
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊せ

き
ち
ゅ
う柱

管か
ん

狭
窄
症
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

腹
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ　

肝
臓
や
膵す

い

臓ぞ
う

、
胆た

ん

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑨
』

『
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
』

麻
植
協
同
病
院

放
射
線
科
部
長　

棚
上
彰
仁

私たちの健康は、私たちの手で!!
～あなたもヘルスメイトになりませんか～

　栄養や食生活、運動、心の健康について楽しく学習しながら健康づくりを実践しませんか  (^O^)
　受講修了後に食生活改善のボランティア（ヘルスメイト）として活動していただける方のご応募をお待
ちしています。

・対 象 者　　 市内に住民登録されている、昭和21年４月１日～平成３年３月31日までに生まれた方で、
全日程（７月～１月）の講座に参加できる方

・募集人員　　24人    ・参 加 費　　無料
・実施場所　　川島公民館   ・募集期間　　６月14日（月）～25日（金）
・申込方法　　募集期間中に、健康推進課（川島庁舎１階）へ電話で申し込みください。

準備物：エプロン、三角きん、米１合、筆記用具、計算機
※日程・内容については、変更することがあります。

●問い合わせ・申し込み
　市健康推進課　☎㉕6615

実施日時 講　　座　　内　　容
7月16日（金）

13：30～15：30
●開講式　●調理実習について（手洗い・計量の仕方など）
●食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動について

8月27日（金）
9：00～15：00

●吉野川市の健康状況を知ろう・自分の健診結果を見てみよう　●調理実習
●肥満予防のポイント～自分の標準体重・必要エネルギーを計算しよう～

9月17日（金）
9：00～15：00

●糖尿病・糖質を含む食品について知ろう　●調理実習
●よく飲むジュース・果物の糖度を量ってみよう　●食中毒を予防しよう

10月22日（金）
9：00～15：00

●高血圧について知ろう　●調理実習
●減塩のポイント～味覚チェックをしてみよう～

11月29日（月）
9：00～15：00

●献立のたて方を知ろう　●調理実習
●脂肪について～食品に含まれる油脂の量を量ってみよう～

12月17日（金）
9：00～15：00

●自分の健康度をチェックしよう～講座を受けての変化～　●調理実習
●運動（貯筋体操）を生活の中に取り入れよう〈理学療法士〉
●食生活改善推進協議会加入について

1月11日（火）
13：00～15：00 ●講座の反省会　●閉講式
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6　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

9 水
9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）

14 月
9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 立石公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 敷地老人憩の家 鴨　島 栄養のお話（水分のとり方）

15 火
9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 湯立会館 山　川 介 護 予 防 体 操

17 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
18 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
21 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 楽 し い 脳 体 操

22 火
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操
9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）

23 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
24 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 介 護 予 防 体 操

25 金
9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操

7　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 木 9：30～10：30 忌部農業構造改善センター 山　川

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
2 金 9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

5 月
9：30～10：30 南町集会所 山　川 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 栄養のお話（食物せんい）

6 火 13：30～14：30 川島公民館 川　島
8 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
9 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 楽 し い 脳 体 操
12 月 13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 口腔（こうくう）ケア
13 火 9：30～10：30 川島老人福祉センター 川　島 介 護 予 防 体 操
14 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
15 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 楽 し い 脳 体 操
16 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操

6月・7月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
６
月
29
日
㈫
、７
月
30
日
㈮
）

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会　

と
き　

６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
夏
休

み
お
は
な
し
会

と
き　

７
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

◆
眞
鍋
佳
資
先
生
に
よ
る
夏
休
み

自
由
研
究
教
室

と
き　

７
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
ゆ
く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き　

７
月
31
日
㈯
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

◆
学
読
書
会

と
き　

７
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
７

月
20
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
６
月
30
日
㈬
、
７
月
30
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

６
月
12
日
㈯
、
７
月
10
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
子
ど
も
映
画
会

６
月
19
日
㈯
（
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ

ん
⑧
）、
７
月
３
日
㈯
（
と
べ
な

い
ほ
た
る
ピ
ピ
）
17
日
㈯
（
ア
ニ

メ
学
校
の
怪
談
①
）
31
日
㈯
（
ア

ニ
メ
学
校
の
怪
談
②
）
午
後
２
時

か
ら
（
約
１
時
間
）

『
不
等
辺
三
角
形
』

　
　
　
　
　
　
　

内
田
康
夫　

著

『
男
の
背
骨
』　　

山
本
一
力　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
６
月
、７
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大

型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
上
・
下
』

　
　
　
　

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン　

著

『
自
白
』　　
　
　

乃
南
ア
サ　

著

『
老
兵
の
消
燈
ラ
ッ
パ
』

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
愛
子　

著

『
ｓ
ｅ
ｘ
』　　
　

石
田
衣
良　

著

『
そ
れ
な
り
に
生
き
て
い
る
』

　
　
　
　
　
　
　

群
よ
う
こ　

著

『
１
Ｑ
８
４
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
３
』

　
　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹　

著

『
２
０
１
４
年
日
本
国
破
産
』

　
　
　
　
　
　
　

浅
井　

隆　

著

『
空
気
は
読
ま
な
い
』

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寛　

著

『
す
っ
ぴ
ん
魂
大
全　

紅
饅
頭
』

　
　
　
　
　
　
　

室
井　

滋　

著

『
す
っ
ぴ
ん
魂
大
全　

白
饅
頭
』

　
　
　
　
　
　
　

室
井　

滋　

著

『
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
』　　

  

吉
中　

み
ち
る　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
て
の
ひ
ら
』

　
　
　
　
　

ふ
じ
た
ひ
お
こ　

著

『
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
お
ば
け
に
な
る
』

　
　

デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ　

著

『
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
』

　
　

デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ　

著

『
プ
リ
ン
セ
ス
と
魔
法
の
キ
ス
』

　
　
　
　
　
　

う
さ
ぎ
出
版　

著

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

広
報
誌
が
不
要
な
方
へ

　

広
報
誌
が
不
要
な
場
合
は
、
企

画
財
政
課
広
報
広
聴
係
（
市
役
所

３
階
）
ま
で
「
広
報
誌
は
不
要
で

す
」
と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
配
布

を
中
止
し
ま
す
。

※
ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま

す
。

有
料
広
告
の
募
集

●
バ
ナ
ー
広
告  

　

吉
野
川
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●「
広
報
よ
し
の
が
わ
」有
料
広
告

　
「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
は
市
内

の
全
世
帯
約
１
万
８
０
０
０
部
配

布
し
て
お
り
、
大
き
な
宣
伝
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
企
業
や
商
品

の
宣
伝
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

※
バ
ナ
ー
広
告
・「
広
報
よ
し
の

が
わ
」
有
料
広
告
の
募
集
は
、
随

時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　

広
報
広
聴
係

☎
㉒
２
２
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshino

gaw
a.lg.jp/

正
午

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
政
府
や
地
方

公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん

の
一
人
一
人
の

取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

６
月
23
日
か

ら
29
日
は
男
女

共
同
参
画
週
間

で
す
。
私
た
ち

の
ま
わ
り
の
男

女
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
然
で
無
理
の
な
い
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

男
女
間
も
協
力
し
合
い
、
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
だ
れ
も
が
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
男
女
共
同
参
画
」

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
取

り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
く

た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
掲
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　

６
月
23
日
㈬
〜
29
日
㈫

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

市
民
ホ

ー
ル

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

学
校

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

　

小
・
中
学
校
に
入
学
し
た
皆
さ

ん
も
、
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
た

こ
ろ
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
特
に

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

☆
登
下
校
の
交
通
安
全

①
と
び
出
し
を
し
な
い

　

歩
い
て
い
る
人
も
自
転
車
の
人

も
、
広
い
道
路
に
出
る
と
き
は
、

絶
対
に
と
び
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
必
ず
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

②
道
路
は
１
列
で

　

道
路
を
２
列
、
３
列
で
歩
い
た

り
、
自
転
車
で
走
っ
た
り
す
る
の

は
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

万
一
の
と
き
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で

頭
部
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
信
号
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
島
東
中
学
校　

喜
島　

悠
理
菜

学
校
に
は

友
だ
ち
が
い
る

先
生
が
い
る

先
輩
が
い
る

ラ
イ
バ
ル
も
い
る

苦
手
な
人
や
腹
が
立
つ
人
も
い
る

と
き
ど
き

学
校
に
行
き
た
く
な
い
日
も
あ
る

そ
れ
は
誰
で
も
あ
る
事

困
っ
て
悩
ん
で
苦
し
ん
で

で
も
そ
れ
を
乗
り
こ
え
た
ら

き
っ
と
「
幸
せ
」
や
っ
て
く
る

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

　

信
号
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
」
信
号

機
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
信
号
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　

自
転
車
の
二
人
乗
り
、
傘
さ
し

運
転
、
無
灯
火
、
携
帯
電
話
を
使

い
な
が
ら
の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

☆
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う

　

子
ど
も
が
親
か
ら
の
虐
待
を
受

け
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
続
い
て
い
ま
す
。
も
し
か
し

て
？　

と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ

ず
に
電
話
を
。

●
児
童
虐
待
の
通
告
は
、
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

●
緊
急
の
場
合
に
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
１
１
０
番
へ
。

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

☆
お
知
ら
せ

　

６
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の

五
九
郎
ま
つ
り
で
は
、
例
年
の
よ

う
に
特
別
街
頭
補
導
を
行
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
、
６
月
23
日
か
ら
29
日

は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

〜
平
成
22
年
度

　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〜

最
優
秀
作
品

「
話
そ
う
、働
こ
う
、育
て
よ
う
。

い
っ
し
ょ
に
。」記

事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１
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●出前

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ６月 ７月
鈴木内科（敷地）24－5880 9 ⑱
古本内科クリニック 24－7377 10 12
鈴木内科（喜来）24－3413 11 ㉕
岸 整 形 外 科 25－3133 12
矢 田 医 院 25－2006 ⑬
鴨 島 病 院 24－6565 14
富 本 医 院 42－3123 15
工 藤 内 科 医 院 42－3113 16 20
島 野 外 科 内 科 25－3060 17 22
高橋皮膚科クリニック 24－5122 18 23
井 内 内 科 24－3070 19 21
杉 山 医 院 25－2802 ⑳
杏 和 医 院 22－0333 21 24
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 22 27
中西内科クリニック 42－6755 23 26

医　院　名 電話番号 ６月 ７月
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 24 28
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 25 30
石原内科循環器科 24－2536 26 29
松 永 医 院 42－2110 ㉗ 17
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 28 31
森 住 内 科 医 院 22－3010 29
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 30
麻名内科外科クリニック 26－0020 1
さ く ら 診 療 所 42－5520 2
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 3
木村内科胃腸科 24－6413 ④
三木リハビリテーション病院 42－6616 5
糸田川クリニック 24－7555 6
和田耳鼻咽喉科 24－2566 7
梶本胃腸科内科 24－2413 8

医　院　名 電話番号 ６月 ７月
石 原 小 児 科 24－2388 9
糸 田 川 眼 科 24－2531 10
谷 医 院 42－2353 ⑪
後 藤 田 外 科 24－2720 13
渡 辺 医 院 24－7177 14
美 摩 病 院 24－2957 15
四 宮 医 院 25－2016 16
阿 部 整 形 外 科 24－4880 ⑲

休日 ･夜間在宅当番医表

６・７月

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院（第2・4週） ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） ☎365151

小児救急医療体制 
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3
月 1件

累
計 5件

救急出動
3
月137件

累
計403件

〈人  権  相  談〉
７月８日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
７月20日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
７月27日㈫ 13：30~16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
６月17日㈭ 13：00~16：00 美郷庁舎 2階会議室
７月５日㈪ 10:00~12:00 山川庁舎101会議室
７月６日㈫ 13：00~16：00 川島公民館会議室
７月８日㈭  9：00~12:00 市役所 1階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
６月18日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室
７月16日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室平成22年５月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,137人　 （－ 35）
　男　　21,335人　 （－ 19）
　女　　23,802人　 （－ 16）
世帯数　17,460世帯 （＋   2）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,028人　男 5,308人　女 7,720人

380人 （－5）
50人 （　0）
330人 （－5）
359世帯 （－5）

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp




